
4広報みはま

美浜発電所の状況

　今回の報告では、3月16日から4月18日までの美浜発電所
の状況等についてお知らせします。

美
浜
１
号
機

　

定
格
熱
出
力
一
定
運
転
中

（
平
成
21
年
7
月
23
日
～
）

(

3
月
19
日
～
4
月
6
日
ま
で
原
子
炉
格

納
容
器
内
で
の
水
漏
れ
事
象
発
生
と
対

策
の
た
め
原
子
炉
手
動
停
止)

　

定
格
熱
出
力
一
定
運
転
中

（
平
成
22
年
4
月
16
日
～
）

美
浜
2
号
機

美
浜
3
号
機

　

定
格
熱
出
力
一
定
運
転
中

（
平
成
21
年
12
月
18
日
～
）

　

3
月
19
日
（
金
）
正
午
頃
、
運
転
中
の

2
号
機
で
、
運
転
員
が
中
央
制
御
室
で
監

視
カ
メ
ラ
を
操
作
し
、
原
子
炉
容
器
内
の

確
認
を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
1
次
冷
却

材
の
浄
化
や
水
量
の
調
整
、
ホ
ウ
素
濃
度

の
調
整
等
を
す
る
化
学
体
積
制
御
系
統
の

再
生
熱
交
換
器(

注
1)

室
内
で
1
分
間
に

4
滴
程
度
の
水
の
滴
下
を
見
つ
け
ま
し

た
。
（
図
1
）

美
浜
発
電
所
2
号
機
の

原
子
炉
格
納
容
器
内
で
水
漏
れ

　

プ
ラ
ン
ト
の
運
転
状
態
や
格
納
容
器
内

の
放
射
線
モ
ニ
タ
ー
等
に
異
常
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
関
西
電
力
で
は
、
漏
え

い
の
箇
所
を
特
定
し
詳
細
な
点
検
調
査
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
、
同
日
午
後
2
時

か
ら
運
転
停
止
操
作
に
入
り
、
午
後
9
時

に
発
電
を
停
止
、
同
9
時
55
分
に
は
原
子

炉
を
停
止
さ
せ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
翌
日(

20
日)

に
原
子
炉
格
納

容
器
内
に
立
入
り
、
漏
え
い
箇
所
を
目
視

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
空
気
抜
き
配
管
の
溶

接
部
で
ホ
ウ
酸
が
析
出(

周
辺
の
配
管
等
の

　

関
西
電
力
で
は
、
割
れ
発
生
の

原
因
を
特
定
す
る
た
め
当
該
配
管

を
切
断
し
、
詳
細
に
破
面
を
調
べ

た
と
こ
ろ
、
溶
接
欠
陥
は
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
破
面
に

ビ
ー
チ
マ
ー
ク
と
言
わ
れ
る
、
砂

浜
に
残
る
波
跡
の
よ
う
な
縞
模
様

が
認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
当
該

部
に
力
が
繰
り
返
し
か
か
っ
た
こ

と
で
割
れ
が
発
生
し
た
も
の
と
推

定
さ
れ
ま
し
た
。
（
図
3
）

表
面
に
白
く
付
着)

し
て
お
り
、
そ

の
下
床
面
に
は
少
量
の
水
溜
り
が

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ホ
ウ
酸
の
析
出
が
認
め

ら
れ
た
箇
所
は
、
直
径
約
27
ミ
リ

の
配
管
の
溶
接
部
で
傷
の
検
査
の

結
果
、
配
管
の
周
囲
方
向
に
長
さ

約
26
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
傷(

割
れ)

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
（
図
2
）

発生箇所

(格納容器地下1階)

再生熱交換器室
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再生熱交換
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(図3) 破面の状況
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↑もんじゅの安全性を説明する森下地域原子力安全統括管理官

　

更
に
、
力
が
繰
り
返
し
加
わ
っ
た
原
因

を
調
査
検
討
し
た
結
果
、
第
22
回
定
期
検

査
中(
平
成
17
年)

に
、
割
れ
箇
所
の
上
部

に
あ
る｢
空
気
抜
き
弁｣

の
ハ
ン
ド
ル
を
操

作
性
向
上
の
た
め
に
棒
状(

重
さ
約
０
．

３
５
kg)

の
も
の
か
ら
丸
ハ
ン
ド
ル
状(

重

さ
約
2.5

 

kg)

の
も
の
に
取
り
換
え
が
行
わ

れ(

図
２)

て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
ポ
ン
プ

の
試
運
転
な
ど
に
行
う
１
０
０
パ
ー
セ
ン

ト
の
流
量
で
運
転
を
し
た
と
き
に
、
ポ
ン

プ
が
水
を
押
し
出
す
と
き
の
圧
力
の
変

動
で
起
こ
る
脈
動(

振
動)

に
よ
り
、
当
該

配
管
が
勢
い
よ
く
振
れ
る(

共
振)

こ
と
と

な
っ
た
こ
と
で
当
該
配
管
の
溶
接
部
に
限

度
を
超
え
る
力
が
繰
返
し
加
わ
り
配
管
内

表
面
に
き
裂
が
発
生
し
て
、
そ
の
後
、
プ

ラ
ン
ト
運
転
時
の
ポ
ン
プ
運
転(

80
％
流

  ｢

も
ん
じ
ゅ｣

の
運
転
再
開(

原
子
力
機

構
で
は
21
年
度
末
ま
で
の
再
開
を
目
標
と

し
て
き
た)

を
控
え
て
、
2
月
以
降
、
ナ

ト
リ
ウ
ム
漏
え
い
事
故
後
の
原
子
力
機
構

の
安
全
性
総
点
検
へ
の
取
り
組
み
に
つ

｢

も
ん
じ
ゅ
説
明
会｣

が

　

開
催
さ
れ
ま
し
た

(

注
１)

再
生
熱
交
換
器

い
て
原
子
力
安
全･

保
安
院(

以
下
、
保
安

院)

の
評
価
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た(

2
月

10
日)

こ
と
や
、
新
し
い
耐
震
設
計
審
査

指
針(

平
成
19
年)

に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て

き
た
原
子
力
機
構
の
耐
震
安
全
性
確
認
内

容
に
つ
い
て
妥
当
と
す
る
保
安
院
の
最
終

評
価
が
取
り
ま
と
め
ら
れ(

3
月
15
日)

、

そ
れ
ぞ
れ
に
国
の
原
子
力
安
全
委
員
会
に

お
い
て
も
保
安
院
の
評
価
は
妥
当
で
あ
る

と
し
て
了
承
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
町
議
会

と
町
は
保
安
院
に
対
し
て
、
安
全
性
等
の

評
価
結
果
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
ま
し

た
。

　

説
明
会
に
出
席
し
た
保
安
院
の
森
下
地

域
原
子
力
安
全
統
括
管
理
官
か
ら
は
、

｢

原
子
力
機
構
は
試
運
転
再
開
に
あ
た
っ

て
安
全
確
保
を
十
分
行
い
得
る
体
制
と

　

原
子
炉
冷
却
系
統
か
ら
化
学
体
積
制
御
系

統
へ
取
出
す
１
次
系
水
の
温
度
を
下
げ(

約

２
９
０
℃
→
約
１
４
０
℃)
、
同
系
等
で
浄
化

等
を
し
た
後
に
再
度
原
子
炉
冷
却
系
統
へ
送
出

す
る
前
に
水
の
温
度
を
高
め
る(
約
40
℃
→
約

２
４
０
℃)

装
置
で
、
取
出
水
、
送
出
水
間
で
熱

交
換
を
行
う
。

(図4) 対策工事後

約40cm

約21cm

約4.5cm

約1.5cm

溶接金属

改良型管台にし
剛性を高める

バーハンドル
に戻す

量)

に
よ
る
振
動
で
き
裂
が
徐
々
に
進
展

し
て
表
面
に
ま
で
至
り
、
漏
え
い
が
発
生

し
た
も
の
と
分
か
り
ま
し
た
。

　

関
西
電
力
で
は
、
原
因
が
判
明
し
、
再

発
防
止
対
策
と
し
て
剛
性
を
高
め
た
配
管

へ
の
取
り
替
え
と
丸
型
の
ハ
ン
ド
ル
を
元

の
棒
状
の
ハ
ン
ド
ル
に
戻
す(

図
4)

な
ど

が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
4
月
6
日
に
原

子
炉
を
起
動
、
7
日
に
発
電
を
再
開
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
も
小
口
径
配
管
で

振
動
が
原
因
と
な
っ
て
損
傷
が
発
生
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
反
省
が
十
分
に
活
か
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
、
全
保
修
課
員

を
対
象
に
振
動
管
理
の
重
要
性
を
再
教
育

す
る
な
ど
の
対
策
が
と
ら
れ
ま
す
。

な
っ
て
い
る
こ
と
や
耐
震
安
全
性
に
つ
い

て
は
、
想
定
さ
れ
る
地
震
を
適
正
に
評
価

し
、
安
全
上
重
要
な
施
設
や
重
要
な
土
木

構
造
物
の
耐
震
安
全
性
、
津
波
等
に
対
し

て
も
安
全
は
確
保
さ
れ
る
。｣

等
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
時
に
文
部
科
学
省
に
対
し
て

も
高
速
増
殖
炉(

も
ん
じ
ゅ)

の
開
発
意
義

や
今
後
の
国
と
し
て
の
開
発
方
針
等
に
つ

い
て
説
明
を
求
め
ま
し
た
。
出
席
し
た
西

田
敦
賀
原
子
力
事
務
所
長
か
ら
は｢

地
球

温
暖
化
等
か
ら
も
原
子
力
の
推
進
が
求
め

ら
れ
て
き
て
お
り
、
も
ん
じ
ゅ
開
発
は
原

子
力
政
策
大
綱
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

に
も
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
今

後
も
着
実
に
取
り
組
み
を
進
め
て
行
く
。｣

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

↑もんじゅの必要性について説明する西田敦賀原子力事務所長
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エコカー保有台数の推移 ( 単位 : 千台 )

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
す
す
め

～
今
か
ら
で
き
る
エ
コ
活
動
～

　

現
在
、
国
で
は
、
２
０
２
０
年

ま
で
に
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を

１
９
９
０
年
比
で
25
％
削
減
す
る
こ

と
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
自
動
車

業
界
で
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
が

好
調
な
売
れ
行
き
を
見
せ
て
お
り
、

２
０
０
９
年
の
売
上
げ
ラ
ン
キ
ン
グ

で
も
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
が
初
め
て

首
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。
今
年
に
入
っ

て
か
ら
は
、
電
気
自
動
車
の
販
売
が

開
始
さ
れ
、
ま
す
ま
す
の
盛
り
上
が

り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
は

全
体
的
に
価
格
が
高
く
、興
味
は
あ
っ

て
も
購
入
に
は
二
の
足
を
踏
ん
で
お

ら
れ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

そ
ん
な
方
に
お
す
す
め
し
た
い
の

が
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
で
す
。
今
お
使
い

の
車
の
乗
り
方
を
ち
ょ
っ
と
工
夫
す

る
だ
け
で
燃
費
が
向
上
し
、
エ
コ
に

貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
ん
な
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

の
方
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参

考
に
し
て
い
た
だ
き
、
明
日
か
ら
の

ド
ラ
イ
ブ
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
ご
紹
介
し
て
い
る
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
は
あ
く
ま
で
も
一
例
で
す
。
他

に
も
い
ろ
ん
な
方
法
が
あ
り
ま
す
の

で
、
探
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　

ま
た
、
近
所
へ
行
く
時
に
は
徒
歩

や
自
転
車
を
使
う
、
遠
く
へ
行
く
時

は
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
な
ど
、

車
の
使
用
を
控
え
る
こ
と
も
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
の
一
環
で
す
。

　

自
分
が
で
き
る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を

実
践
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

～実践！エコドライブ～
　①　緩やかな発進
　　　　最初の 5 秒間で時速 20 ｋｍを目安に発進しましょう。
　　　急な加速は燃料を多く消費します。
　②　早めのアクセルオフ
　　　　停止位置が分かっている場合は、早めにアクセルから足
　　　を離し、エンジンブレーキを使いましょう。ブレーキの多
　　　様は燃費の悪化につながります。

Ｈ
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Ｈ
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Ｈ
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Ｈ
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Ｈ
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Ｈ
8

Ｈ
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Ｈ
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Ｈ
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Ｈ
4

Ｈ
3

Ｈ
2

ハイブリッド

天然ガス

電気

メタノール

　③　加減速の少ない運転
　　　　速度にムラのある走り方をすると加減速の機会が多くなり、燃
　　　費の悪化につながります。一定の速度を保ち、余裕のある運転を
　　　しましょう。

　④　こまめなアイドリングストップ
　　　　10 分間のアイドリングで約 130 ｃｃの燃料を消費し
　　　ます。長めの駐停車時にはアイドリングをやめましょう。
　⑤　エアコンの使用を控える
　　　　気象条件に応じた使用をこころがけましょう。特に夏
　　　場は設定温度を下げすぎないことが重要です。
　⑥　適切な車の整備
　　　　空気圧やエンジンオイルのチェックをこまめに行いま
　　　しょう。適正でない場合燃費の悪化につながります。

美浜の環境シリーズ 21

※お問い合わせ先
　町住民安全課 ( 担当・田村 ) ☎ 32‐6703
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お知らせ

募集や案内など、さまざまな
お知らせをお届けします。

子育て支援センター　
　　　　　　３２－０１９２

町役場各部署直通電話番号

総　務　課　３２－６７００

企画政策課　３２－６７０１

税　務　課　３２－６７０２

住民安全課　３２－６７０３

健康福祉課　３２－６７０４

商工観光課　３２－６７０５

農林水産課　３２－６７０６

土木建築課　３２－６７０７

学校教育課　３２－６７０８

生涯学習課　３２－６７０９

出　納　室　３２－６７１０

議会事務局　３２－６７１１

上下水道課　３２－１３４１

はあとぴあ　３２－３１１１

中央公民館　３２－１２１２

町立図書館　３２－００８３

丹生診療所　３９－１３０１

東部診療所　３７－２９１１

総合体育館　３２－３２００

エコクル美方　 ４５－２３００

町各施設電話番号

若狭国吉城歴史資料館　
　　　　　　３２－００５０

第
22
回
美
浜･

五
木
ひ
ろ
し
マ
ラ
ソ
ン
開
催
に
伴
う

交
通
規
制
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

美
浜･

五
木
ひ
ろ
し
マ
ラ
ソ
ン

　

実
行
委
員
会
事
務
局

　

(

町
生
涯
学
習
課 
担
当
・
森
下)  

☎
32
‐
６
７
０
９

● 

交
通
規
制
日
時

　

5
月
9
日
（
日
）

　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
0
時
30
分

● 

交
通
規
制
区
間

　

丹
生
マ
ラ
ソ
ン
会
場
～
佐
田
交
差
点

Map

︻
交
通
規
制
区
間
︼

県
道
竹
波･

立
石･

縄
間
線

県
道
佐
田･

竹
波･

敦
賀
線

東美浜駅国道27号

マラソン会場(丹生)

佐田交差点

竹波

菅浜

梅街道

　

子
ど
も
へ
の
虐
待
は
、
身
近
な
と
こ

ろ
で
起
き
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
長
時
間
子
ど
も
が
泣
き
わ
め
い
て

お
り
、
気
に
な
る
の
で
す
が･･･

。」

の
よ
う
に
虐
待
か
ど
う
か
迷
う
場
合

で
も
、
た
め
ら
わ
ず
に
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
地
域

か
ら
の
一
報
は
子
ど
も
を
救
う
こ
と

に
つ
な
が
り
、
児
童
虐
待
防
止
の
大
き

な
力
で
す
。

　

連
絡
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
が
特
定

さ
れ
な
い
よ
う
に
、
秘
密
は
か
た
く
守

り
ま
す
。

﹁
も
し
か
し
た
ら
虐
待
で
は
？
﹂　　

　
　
　
　
　
　
　

と
気
づ
い
た
ら　

※
連
絡･

お
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
１
９
２(

夜
間
も
対
応)

は
あ
と
ぴ
あ
の
浴
場
の

回
数
券
を
発
売
し
ま
す

　

5
月
6
日
か
ら
、
は
あ
と
ぴ
あ
の
浴

場
の
回
数
券
を
発
売
し
ま
す
。

　

こ
の
回
数
券
は
、
町
内
在
住
の
大
人

(

中
学
生
以
上)

の
場
合
、
10
回
分
の

利
用
料
金
で
11
回
の
利
用
が
で
き
ま

す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
は
あ
と
ぴ
あ
の

浴
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 
は
あ
と
ぴ
あ

☎
32
‐
３
１
１
１

● 

利
用
日

　
　

火
曜
日
～
日
曜
日

　
　

(
12
月
28
日
～
1
月
4
日
の
期
間

　
　

を
除
く) 

● 

利
用
時
間

　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時
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検診内容 一般的な
基本料金 助成限度額

1日ドック(日帰り)男性 43,050円 14,000円

1日ドック(日帰り)女性 46,200円 15,000円

2日ドック（1泊ドック） 65,730円 21,000円

脳ドック 44,100円 14,000円

PET検診(がんドック)※ 86,000円 28,000円

※前年度助成を受けられた場合は、今年度は助成の対象になりません。

○
申
請
手
続
き

○
対
象
者

　

町
税
等
に
滞
納
が
な
い
世
帯
の
方
で
、

35
歳
以
上
の
美
浜
町
国
民
健
康
保
険
の
加

入
者 人

間
ド
ッ
ク
検
診
費
用
の

助
成
を
行
い
ま
す

○
助
成
額

　

原
則
と
し
て
、
県
内
の
医
療
・
検
診
機

関
で
受
診
し
た
基
本
料
金
の
約
半
額
で
す
。

た
だ
し
、
交
通
費
や
オ
プ
シ
ョ
ン
等
に
よ

る
追
加
料
金
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
安
全
課
（
担
当
・
浅
妻
）

☎
32
‐
６
７
０
３

○
申
込
締
切

　

7
月
15
日(

木)

□ 検診内容と助成限度額

①
印
鑑
を
持
参
し
、
町
住
民
安
全
課
窓

　

口
で
申
請
書
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

▲

②
町
か
ら
助
成
決
定
通
知
書
を
お
送
り

　

し
ま
す
。

　
　
　
　
　

▲

③
検
診
機
関
に
ご
自
分
で
予
約
を
取
っ

　

て
い
た
だ
き
、
受
診
後
に
料
金
の
全
額

　

を
検
診
機
関
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

▲

④
「
受
診
結
果
」･「
問
診
票
」・「
領
収
書
」･

　
「
助
成
金
請
求
書
」
を
町
住
民
安
全
課          

　

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

▲

⑤
指
定
口
座
に
、
助
成
金
を
振
り
込
み

　

ま
す
。

※
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
あ
と
ぴ
あ

で
は
、
毎
年
全
町
民
を
対
象
と
し
た

P
E
T
検
診
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
人
数
制
限
に
よ
り
対
象
と
な
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
国
民
健
康
保
険

に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
こ
の
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

5
月
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

催
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

○
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
講
習
会

● 

日 

時　

　

5
月
14
日(

金)

　
　

午
後
1
時
30
分
～
2
時
30
分

● 

会 

場

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

● 

講 

師

　

助
産
師 

塚
本 

由
美
子 

氏

● 

対 

象

　

2
ヶ
月
か
ら
9
ヶ
月
の
お
子
さ
ん
と
そ

の
保
護
者(

定
員 

子
ど
も
13
人)

● 

内 

容

　

オ
イ
ル
を
使
い
、
赤
ち
ゃ
ん
の
素
肌
を

マ
ッ
サ
ー
ジ
し
ま
す
。

● 

参 

加 

費

　

２
０
０
円(

当
日
集
金
し
ま
す)

● 

申 

込 

期 

間

　

4
月
26
日(

月)

～

　
　

(

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す)

○
豆
ご
飯
作
り
と
春
の
お
散
歩

● 
日 

時　

　

5
月
17
日(

月)

　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

● 

会 

場

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

● 

内 

容

　

豆
ご
飯
を
作
っ
た
り
、
子
育
て
支
援
セ

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー☎

32
‐
０
１
９
２

　

海
に
出
か
け
る
前
に
は
、
必
ず
気
象
情

報
を
確
認
し
、
次
の
事
項
を
守
っ
て
安
全

航
行
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

海
に
出
か
け
る
前
に
は

気
象
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

● 

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用

● 

携
帯
電
話
の
持
参

● 

も
し
も
の
時
は｢

１
１
８
番｣

　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
か
ら
気
象
情
報

を
確
認
す
る
場
合
は
、
敦
賀
海
上
保
安

部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

経
ヶ
岬
や
立
石
岬
、
越
前
岬
灯
台
で
観
測

し
た
風
向
き
や
風
速
の
現
状
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

敦
賀
海
上
保
安
部　

☎
22
‐
４
１
７
９

● 

パ
ソ
コ
ン
で
の
気
象
情
報
収
集
は

h
ttp

://w
w

w
6
.k

a
ih

o
.m

lit.g
o
.jp

/
tsu

ru
ga/

● 

携
帯
電
話
で
の
気
象
情
報
収
集
は

h
ttp

://w
w

w
6
.k

a
ih

o
.m

lit.g
o
.jp

/
tsu

ru
ga/m

/

ン
タ
ー
周
辺
を
散
歩
し
た
り
し
ま
す
。
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　連休中のごみの収集・受入れは次のとおりです。ごみを出さ
れる場合は指定した時間内にお願いします。

×…収集・エコクル美方への持ち込み受付を行いません。
　　また、正午から午後 1時までは受入れはできません。

連休中の
ごみ収集 ･受入れのお知らせ

�Þ�S�ð�M�ù�˜�d
Œ　 町住民安全課 (担当・田村 )☎ 32‐6703
　　　　　　　　　エコクル美方 ☎ 45‐2300
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ごみ収集 エコクル美方への持ち込み

可燃ごみ
生ごみ

不燃ごみ
資源ごみ

可燃ごみ
生ごみ

不燃ごみ
資源ごみ

4
月

 29日(木)
昭和の日

通常どおり 通常どおり ×

30日(金) 通常どおり 通常どおり

5
月

  1日(土) × × × ×

   2日(日) × × × ×

   3日(月)
憲法記念日

通常どおり 通常どおり ×

   4日(火)
みどりの日

通常どおり × ×

   5日(水)
こどもの日

通常どおり × ×
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 畠中　賢一氏 (久々子 )

　

･ 納税通知書は、5月上旬に郵送されます。
･ コンビニでも納税できます。
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※お問い合わせ先　県嶺南振興局税務部　☎ 0770‐56‐2223
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